
60International Cooperation Career Guidebook

35年にわたり日本の「顔が見える支援」を支える
　「
援
助
を
カ
タ
チ
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す

る
日
本
国
際
協
力
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
：

ジ
ッ
ク
ス
）
は
、
世
界
１
５
０
カ
国
以
上

の
国
・
地
域
に
対
し
て
資
機
材
や
サ
ー
ビ

ス
の
選
定
、
手
配
や
納
品
監
理
を
行
う
「
調

達
」
業
務
を
担
っ
て
き
た
。
１
９
８
９
年

に
日
本
初
の
調
達
専
門
機
関
と
し
て
設
立

さ
れ
、
今
年
は
35
周
年
の
節
目
。
調
達
を

通
じ
て
国
際
協
力
に
関
わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
を
つ
な
ぎ
、
被
援
助
国
へ
の
政
府

開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）の
一
翼
を
担
う
こ
と

で
、
引
き
続
き
日
本
の
「
顔
が
見
え
る
」

支
援
を
支
え
る
。

50
カ
国
に
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
支
援

　
取
り
扱
う
分
野
は
食
糧
、
医
療
機
器
・

医
薬
品
、
燃
料
、
農
業
・
水
産
関
連
機
材
、

建
設
機
械
、
車
両
、
船
舶
、
各
種
ハ
イ
テ

ク
機
器
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
幅
広
い
対

応
力
に
加
え
て
、
刻
一
刻
と
変
わ
る
現
場

ニ
ー
ズ
へ
の
即
応
力
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
強
み

だ
。
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
中
立
性
、

公
正
性
、
透
明
性
を
重
視
す
る
方
針
を
貫

い
て
お
り
、
日
本
お
よ
び
各
国
の
関
係
者

か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感

染
拡
大
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
は
保
健
・

医
療
体
制
が
十
分
で
な
い
50
カ
国
以
上
の

被
援
助
国
に
対
す
る
医
療
関
連
機
材
の
迅

速
な
調
達
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
感

染
症
の
予
防
や
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
近
年
は
調
査
や
審
査
・
監
査
な

ど
に
も
事
業
領
域
を
拡
大
し
、
幅
広
い
技

術
的
・
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
な
ど
の
戦
後
復
興
支
援
、
平
和
構

築
、
災
害
後
の
緊
急
支
援
な
ど
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
国
内
で
は
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）に
貢
献
す

る
民
間
企
業
な
ど
の
海
外
進
出
を
支
援
す

る
事
業
に
も
取
り
組
む
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
で
は
、
職
員
が
仕
事
と
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
を
両
立
さ
せ
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
長
く
安
心

し
て
働
け
る
制
度
を
整
え
て
い
る
。
制
度

の
周
知
と
利
用
促
進
か
ら
始
ま
っ
た
子

育
て
支
援
も
、
現
在
で
は
、
性
別
に
か
か

わ
ら
ず
育
児
休
業
の
取
得
が
浸
透
し
、

男
女
共
に
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
は

１
０
０
％
で
あ
る
（
２
０
２
２
年
４
月
～

２
０
２
４
年
３
月
の
実
績
）。

　
採
用
に
あ
た
り
求
め
ら
れ
る
資
質
は
、

国
際
協
力
業
界
で
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
活
躍
す
る
た
め
の
高
度
な
問
題
解
決

能
力
と
関
係
者
間
の
調
整
能
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
加
え
、
新
し
い
事

業
領
域
の
開
拓
に
挑
む
積
極
性
。
入
職
後

は
主
に
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
に
よ
り
公
共
調
達
の
ル

ー
ル
や
調
達
代
理
業
務
を
習
得
す
る
。

　
人
材
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

簿
記
な
ど
の
公
的
資
格
の
取
得
を
支
援
す

る
制
度
（
報
奨
金
や
受
験
料
補
助
）
や
英

語
学
力
の
維
持
、
向
上
を
目
的
と
し
た

T
O
E
I
C
の
団
体
受
験
、
ス
ペ
イ
ン
語

と
フ
ラ
ン
ス
語
の
難
関
資
格
の
取
得
を
支

援
す
る
た
め
に
合
否
に
か
か
わ
ら
ず
受
験

料
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
る
。

無償資金協力「経済社会開発計画」などでJICSが調達に携わったさまざまな資機材

一般財団法人　日本国際協力システム（JICS）

働
く

Voice 職員の声

18
歳

20
歳

22
歳

61 国際協力キャリアガイド 2024-25

Career Path キャリアパス

採用ページは
こちら！

Info 組織情報

この組織の魅力は？

JICS に入団した理由は、調達を通して食糧・機材・
施設建設などの多岐にわたる分野でプロジェクトを
具現化できる業務内容に魅力を感じたからです。就
職活動中に JICS 職員の態度に誠実さを感じたこと、
国際協力業界では数少ない学部卒の人材を受け入れ
てくれたことも決め手です。

目に見える成果や職員の誠実さ

学生のときにやっておくべきことは？

将来、国際協力に役立てるためなどの強い意志がな
くても、留学は良い経験になると思います。私はフ
ランス留学の経験で、視野が広がりました。また、
国際協力の分野では高い専門性があると歓迎される
ので、修士号を取得しておいても良かったと感じて
います。

軽い気持ちでいいので一度は留学を

仕事の内容は？

現在はアフリカ圏の案件を担当する部署に属し、機
材・食糧関連の調達に取り組んでいます。気候変動
や世界情勢の影響で厳しい食糧事情にあるアフリカ
西部の島国カーボベルデに小麦粉や日本米、タイ米
を援助。また、ブルキナファソで医療施設の建設、
各国への医療機材の導入などにも携わっています。

アフリカ圏で食糧、医療系の調達

JICS 事務所での入札会の様子
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  Mail   jinji-career@jics.or.jp

高校時代にフランス語圏の広さ
に興味をもち、フランス語を学
べる大学に進学。

大 学 卒 業 後、JICS に 入 団。 途
上国支援に携わる。

フ ラ ン ス へ 留
学。北アフリカ
などのフランス
語圏からの留学
生、移民２世、
３世と共に学ぶ。

この業界の魅力は？

われわれは被援助国の調達代理機関であり、目に見
えるものを支援するので、日本の対外援助において
も、先鋒ともいえる役割だと思います。被援助国と
日本の双方が win-win な関係になるよう、被援助
国の担当者とも話し合い、信頼関係ができたと感じ
たときは、JICS で働いてよかったと思います。

日本の対外援助の先鋒を務める

この業界を選んだきっかけは？

高校のとき、担任の先生から「途上国の子どもを毎
月支援して、手紙をもらっている」という話を聞い
て、国際協力という世界に興味をもちました。「明
日食べる物がない」「日本では容易に回復できる病
気でも命にかかわる」という途上国の厳しさの改善
に少しでも貢献できる職業に就きたいと思いました。

途上国の厳しさの改善に少しでも役立ちたい

業務第二部 地域第六課

福島 紗絵 さん
Fukushima Sae

［ もっている資格 ］
２級建築施工管理技士（取得挑戦中）

［ 得意な分野 ］
国際機関標準規格での調達書類作成

［ 得意な言語 ］
英語・フランス語


